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▽有効求人倍率（季節調整済み）

● 平成14年から22年頃にかけて景気の回復の波に乗れず、全国平均
等に大きく引き離される状況が続いてきました
● 今今は、全国と同じように上がってきつつありますは、全国と同じように上がってきつつあります

● 人口の自然減・高齢化の進展などにより、
● 平成9年から19年にかけて県内市場はどんどん縮小

高知県の経済情勢
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人口が全国に15年先
行して自然減

▽業況判断Ｄ．Ｉ．（全産業）

出典：日本銀行高知支店「全国企業短期経済観測調査（2014.3月・高知県分）

産業振興計画
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出典：平成19年商業統計調査（確報）
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若者の学ぶ場の創設若者の学ぶ場の創設若者の学ぶ場の創設若者の学ぶ場の創設
教育の充実教育の充実

～全国一学びの機会が多い県づくりを目指して～～全国一学びの機会が多い県づくりを目指して～
教育の充実教育の充実

～全国一学びの機会が多い県づくりを目指して～～全国一学びの機会が多い県づくりを目指して～

経済規模の縮小
若者の県外流出
経済規模の縮小
若者の県外流出

過疎化・高齢化の
同時進行による孤立化
過疎化・高齢化の
同時進行による孤立化

人口減少の人口減少の
負のスパイラル負のスパイラル

地産外商地産外商
移住促進移住促進
地産外商地産外商
移住促進移住促進

「高知型福祉」の実現「高知型福祉」の実現
＝「あったかふれあいセンター」＝「あったかふれあいセンター」
「高知型福祉」の実現「高知型福祉」の実現
＝「あったかふれあいセンター」＝「あったかふれあいセンター」

日本一の健康長寿県づくり日本一の健康長寿県づくり
～「日本一の健康長寿県構想」の推進～～「日本一の健康長寿県構想」の推進～
日本一の健康長寿県づくり日本一の健康長寿県づくり
～「日本一の健康長寿県構想」の推進～～「日本一の健康長寿県構想」の推進～

３３

経済の活性化経済の活性化
～「高知県産業振興計画」の推進～～「高知県産業振興計画」の推進～
経済の活性化経済の活性化

～「高知県産業振興計画」の推進～～「高知県産業振興計画」の推進～
１１

２２
真
正
面
か
ら
受
け
止
め

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト

南海トラフ地震対策の抜本強化・加速南海トラフ地震対策の抜本強化・加速
インフラの充実と有効活用インフラの充実と有効活用

南海トラフ地震対策の抜本強化・加速南海トラフ地震対策の抜本強化・加速
インフラの充実と有効活用インフラの充実と有効活用

中山間地域の衰退中山間地域の衰退

少子化の加速

特に特に

さらなるさらなる
人口減少の危機！人口減少の危機！

地域の拠点づくり地域の拠点づくり
＝「集落活動センター」＝「集落活動センター」
地域の拠点づくり地域の拠点づくり
＝「集落活動センター」＝「集落活動センター」

出会い・結婚・子育ての出会い・結婚・子育ての
ライフステージに応じた課題にライフステージに応じた課題に
ワンストップで総合的に支援ワンストップで総合的に支援

出会い・結婚・子育ての出会い・結婚・子育ての
ライフステージに応じた課題にライフステージに応じた課題に
ワンストップで総合的に支援ワンストップで総合的に支援

中山間対策の充実・強化中山間対策の充実・強化
～中山間地域の生活を守り、産業をつくる～

中山間対策の充実・強化中山間対策の充実・強化
～中山間地域の生活を守り、産業をつくる～

少子化対策の抜本強化と少子化対策の抜本強化と
女性の活躍の場の拡大女性の活躍の場の拡大
少子化対策の抜本強化と少子化対策の抜本強化と
女性の活躍の場の拡大女性の活躍の場の拡大

対策を下支え
負のスパイラルの負のスパイラルの

危機を克服！危機を克服！

４４

５５

め
て
対
策
を
推
進
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地域アクションプランの推進
◆ 県内7つのブロックに置く産業振興推進地域本部において、245の地域アクションプランの取り組み
をサポート

地産を強化！
県内各地で新たな加工品等が誕生県内各地で新たな加工品等が誕生

土佐はちきん地鶏

葉にんにくの加工品

原木シイタケキジ肉

土佐あかうし

ユズ、ユズの加工品

土佐天空の郷（米）

ユズの加工品

低価格魚（サバ）

米粉本川きじ

エコアス馬路村

ごめんケンカシャモシュガートマト芋菓子

お茶の加工品

きびなごケンピ
魚めし（清水さば）

漁師のラー油

苺の加工品

直七の加工品

原木シイタケキジ肉 エメラルド
メロン

低価格魚（サバ）
の加工品

バンカンジュース

洋ラン トマトソース

イワシシラス

うるめ

シイラ

四万十栗

ジンジャーシロップ

土佐備長炭

キンメダイ

ジンジャーエール

土佐備長炭
シイラ

宗田節

外商に挑戦！
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●資本や産業集積が乏しく、
本県産業を牽引する企業が
少ない

課
題
④

しかし、「地産外商」を進めるには課題が… （計画策定当時の状況）

さ
ら
な

《高知県経済を立て直すための全体戦略》
活力ある県外市場にモノを売って外貨を稼ぐ「地産外商」を進める

基本方向４
［新たな産業づくりに

第２期計画から
新たに挑戦

人口の自然減・高齢化の進展等により、
県内市場はどんどん縮小

［平成９年からの１０年間で県内の市場規模（年間商品販売
額）は約２割減少：約２兆円→約１．６兆円］

●担い手の減少により、「地
産」が弱まっている
●強みである第一次産業さえ
も強みでなくなりつつある

課
題
③

基本方向３
「足腰を強め、

●「外商」ができる付加価値
の高い商品が少ない
●加工の工程も県内で完結
しないため、お金が県外に流
出

課
題
②

基本方向２
「産業間の連携を

●人口減少により縮小を続け
る県内市場頼り
●大消費地から遠く、「外商」
に挑戦しようとしてもハード
ルが高い

課
題
①

基本方向１
「足下を固め、

高知県産業振興計画 〈計画の全体像〉

全体を下支え

な
る
一
手
と
し
て

［新たな産業づくりに
挑戦する」

◆新たな産業集積を
目指す

「足腰を強め、
地力を高める」

◆第一次産業を伸ばす
◆地域アクションプラン
を推進
◆中山間対策を強化する

「産業間の連携を
強化する」

◆ものづくりを強化し、
付加価値を高める

「足下を固め、
活力ある県外市場へ

打って出る」
◆官民協働で「外商」
を強化する
◆県外からの観光客の
誘客を強化する

経
済
波
及
効
果

経
済
波
及
効
果

●基本方向１～４を進める
ためには、本県産業を リー
ドする産業人材が不可欠で
あるが、地方では、学びの
機会が少ない

課
題
⑤

基本方向５
「産業人材を育てる」

◆学びの場を創り出し、
産業人材を育てる

基本方向６

◆移住促進により、
活力を高める

●生産年齢人口や担い手の
減少により、地域や経済を
支える人材が不足している

課
題
⑥

第２期計画ver.2
から追加
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◆Ｈ25に移住促進策を抜本強化。 移住に至るまでの段階に応じたきめ細かな施策を展開
都市から地方への新しい『ひと』の流れをつくる ～高知県の移住促進策 ～



小さな拠点（集落活動センター）のイメージ

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
活
用

特
産
品
づ
く
り
・
販
売

農
産
物
の
製
造
販
売

交
流
・
定
住
サ
ポ
ー
ト

鳥
獣
被
害
対
策

防
災
活
動

健
康
づ
く
り

安
心
安
全
サ
ポ
ー
ト

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

集
落
活
動
サ
ポ
ー
ト

集落連携の
仕組みづくり

住民主体の
取り組み

集落活動センターの概要

高知ふるさと応援隊
仕組みづくりのサポート役

集
落

集
落

集
落

集
落

集
落

集落活動の拠点
（旧小学校、集会所など）

具
体

集落連携

拠
点
づ
く
り

集
落

集
落

集
落

集
落 集落活動センター

拠点

集
落

小さな拠点

集落連携

拠
点
づ
く
り

集
落

集
落

集
落

集
落 集落活動センター

拠点

集
落

小さな拠点

周
辺
地
域

周
辺
地
域

活動のイメージ

中山間地域の維持・再生に向けて『小さな拠点』の整備の促進

体
的
な
取
り
組
み

集落連携

拠
点
づ
く
り

集
落

集
落

集
落

集
落 集落活動センター

拠点

集
落

小さな拠点

集落連携

拠
点
づ
く
り

集
落

集
落

集
落

集
落 集落活動センター

拠点

集
落

小さな拠点

周
辺
地
域

周
辺
地
域

中心（基幹）地域

活動のイメージ

66

シェア（貸し）
オフィス

集落コンビニ

校庭

へリポート

体験交流

加工品づくり

玄

関

事務室
（高知ふるさと応援隊）

農家レストラン・居酒屋

あったかふれあいセンター
宿泊施設

官民協働による運営体制

活動支援の輪
民生・児童委員

自治会企業など

市町村社協
ボランティア

あったかふれあいセンター
（小規模多機能支援拠点）

移動手段の確保・配食・泊まり

① 集いの場＋α
（預かる・働く・送る・交わる・学ぶ・等）

基本機能

高齢者

子ども その他

障害者

② 訪問・相談・
つなぎ

③ 生活支援

拡充機能



「集落活動センター」を核とした中山間地域の維持・再生の仕組みづくり（Ｈ２４～）

地域住民が主体となって、旧小学校や集会所等を拠点に、地域外の人材等を活用しながら、近
隣の集落との連携を図り、生活、福祉、産業、防災などの活動について、それぞれの地域の課題
やニーズに応じて総合的に地域ぐるみで取り組む仕組み

集
落

集
落

拠点

旧小学校区単位をエリアを想定
（複数集落の連携）

集落活動センター

暮らしを守る 未来を拓く

地域の支え合い、助け合いによる安
心・安全の確保

地域の資源や人を生かした産業づくりや
交流などによる活性化

希
望
の
拠
点

生活支援サービス 農産物等の生産販売

集
落

集
落

高知ふるさと応援隊
【センターの推進役】

ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り

人
づ

◇地域の絆の再構築
・住民や集落相互の支え合い、助け合いの仕組みづくり

◇集落活動の維持
・共同作業、コミュニティー活動の継続、伝統文化・行事の継承
・集落連携による集落活動、コミュニティー活動の再構築

◇住民力・地域力の強化
・行政主導から住民主導の取り組みへの転換、
・住民力アップ、住民参加の仕組みづくり、住民意識の向上

◇公共サービスの再編
・住民力を生かした新たな地域主導の仕組み（拠点とネットワーク）
・住民と一体となった官民協働による行政サービスの仕組み
・地域の資源や公共施設等の集約・再編

◇地域内の人材の育成
・地域づくりや産業の後継者の育成
・地域福祉活動などのリーダーの育成

◇女性の積極的な活用と育成

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
取

中
山
間
地
域
の
集
落
の
維
持
・
再
生

・Ｈ２６年６月末現在
で１４ヶ所を開設

・１０年間（Ｈ２４～３３）
で１３０ヶ所を目標

心
の
拠
り
心

生活支援サービス

集落活動サービス

安心安全サポート

防災活動

健康づくり活動

農産物等の生産販売

特産品づくり・販売

交流・定住促進活動

エネルギー資源活用

鳥獣被害対策

づ
く
り

仕
事
づ
く
り

◇女性の積極的な活用と育成

・センターの取り組みへの女性の参加促進と育成

◇地域外からの人材の確保

・地域おこし協力隊等の地域の外部人材の導入

◇ＵIターンの受け皿づくり
・移住の相談窓口の開設、農地や空き家の紹介

取
り
組
み

◇中山間地域の基幹産業の再生
・新規の就農者や自伐林家の確保、育成
・集落営農、集落営林の取り組み促進

◇中山間地域の強みを生かした小さなビジネスの
推進
・地域の資源を生かした６次産業化や特産品づくり
・地域外との交流、観光

◇雇用の場の創出
・センターの取り組みを通じた雇用の場づくり
（店舗経営、宅配サービス、農産物の集出荷、福祉活動など）

◇起業の環境づくり
・地域おこし協力隊など、外部人材による新たなビジネスづくり
・シェアオフィスによる企業や人材の誘致

◇遊休資源の活用
・遊休施設、耕作放棄地、手入れをしていない森林の有効活用

中
山
間
地
域
の
人
口
減
少
の
歯
止
め

小規模多機能施設（地域福祉の拠点）

あったかふれあいセンター（Ｈ２１～）

農
業
・
森
林
・
漁
業
組
合
団
体

商
工
会
・
商
工
会
議
所

民
間
事
業
者

地
域
外
の
企
業

観
光
協
会
・
団
体

地域が一体となった活性化の取り組み

◆基本機能 日中の居場所・見守りの場

小地域

老人クラブ

ボランティア

民生委員・児童委員運営委員会

地域住民
行政
機関

医療
機関

専門
職種

介護
事業者

保健
機関

地
域
づ
く
り
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

連携 協働 イ
ベ
ン
ト
・
行
事

観
光
・
交
流
の
促
進

基
幹
産
業
の
復
興

物
流
促
進
・商
店
振
興

人
材
誘
致
、
遊
休
施
設
活
用

特
産
品
販
売

平成２６年６月現在 ２８市町村 ３８ヶ所 １６２サテライト

＋

①集い＋α（預かる・働く・送る・交わる・学ぶ・など）
②訪問・相談・つなぎ

③生活支援

◆拡充機能 泊り、移動手段の確保・配食
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馬路村安芸市

芸西村
香南市

香美市

南国市
高知市

大豊町
本山町

土佐町

大川村

いの町

仁淀川町

越知町

日高村

佐川町

土佐市

須崎市

津野町

梼原町

⑧

①

②

③

④
⑤

⑭
⑪⑩

⑬

集落活動センターの開設状況
平成２６年６月末現在

四万十市大宮

仁淀川町長者
（平成２４年１２月～）梼原町四万川

（平成２６年３月～）

梼原町初瀬
（平成２５年１月～）

梼原町松原
（平成２５年１月～）

香南市西川
（平成２５年４月～）

安芸市東川
（平成２５年９月～）

本山町汗見川
（平成２４年６月～）

土佐町石原
（平成２４年７月～）

東洋町

室戸市

北川村

奈半利町
田野町

安田町

中土佐町

四万十町

四万十市
黒潮町

大月町

土佐清水市

三原村

宿毛市

⑦

④

⑥

⑨

⑫

三原村全域
（平成２６年３月～）

四万十市大宮
（平成２５年５月～）

佐川町尾川
（平成２５年９月～）

黒潮町北郷
（平成２５年３月～）

南国市稲生
（平成２６年６月～）

安田町中山
（平成２５年４月～）

■H２６年６月末現在、１４カ所で開設
⇒H２４～３３年度までの１０年間で１３０カ所を目標
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